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多胴船型浮消波堤の開発(第3報)
Development of Multi liull Type Floating Breakwater (3 rd Report)
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1.は　じ　め　に

本A型浮消波堤が従来の浮消波堤に比べ消波効果に優

れ,漂流力の小さなものであることを前報1卜21で示した.

既に行った消波実験における観察より,本消波堤の消

波効果は浮体側面における砕披というよりも浮体Edge

部における渦の発生･拡散による方が大きいと思われた.

そこで,本A型浮消波堤の上部を切り取った形状の模型

を新たに製作し,浮体側面における砕波による消波効果

を取り除くために,これを投水させて設置し消波実験を

行った.また,渦の発生･拡散をさらに促進させるため

模型に円型の穴をあけ,その個数と位置の消波効果に対

する影響も調べた.

その結果.良好な消波効果が得られ,本A型浮消波堤

の消波効果の大部分は浮体Edge部における渦の発生･

拡散によるもので,浮体に適当な密度で穴をあけるとさ

らに消波効果が増すことが明らかとなったので,ここに

報告する.

2.実　　　　　験

前々報と同様,東京大学生産技術研究所内の水槽(長

さ20m,幅1.8m,深さ1.0m)において,規則波を入射

波として消波実験を行った.

供試模型は薄い木製の細長体であり,穴の位置を図1

に示す.穴の直径は60mmで1個の模型に22個あけて

ある.

実験は水槽内に同形の模型を4個掛こ並べ.模型底面

までの水深がA型模型の喫水20mmと等しくなるように

没水させて消波実験を行った.また,表1に示すように

4個の模型の穴を同時に順次開放し実験を繰り返した.

波高計を前報と同様,入射波測定のために造疲穐近傍

に1本,反射波測定のために模型前方に2本,透過披測

定のために模型後方に1本の計4本を水槽幅中央に設置

し,波高を計測した.

図2に透過波係数,図3に反射波係数.図4に散逸エ

ネ/レギーの各国を示す.ここで,透過汲係数･反射波係

数は透過波高Ht,反射波高H,を入射波高H.でそれぞ

れ除したもので表す.また,横軸は入射波長1を細長

体間の距離Jで無次元化したものであり,本実験におい

てJは045mである.

2次元問題では漂流力係数は次式で表せるので,

FD/Ipgh2L -(Hr/H･ )2

･itl -(HI/Hi)21(H,/H.)2‡　　　( 1 )

実験より求めた反射波係数･散逸エネルギーの値を(1)

式に代入して求めた漂流力係数を図5に示す.横軸は波

数kを無次元化したもので, aは等価半円柱(横方向の

表1　実験状態

CASE 丶ｨﾏｹMHﾘb�穴の面積/全投影面積(%) 

Ⅰ 丶ｨﾏｸ,�+R�0 

Ⅱ �"ﾃ�"�1.8 

Ⅲ 釘ﾃ���5.4 

Ⅳ 澱ﾃ��9.0 

V ��ﾃRﾃ津�2�14.0 

Ⅵ �2ﾃrﾆﾆﾂ�19.7 

図1　供　試　模　型

*東京大学生産技術研究所　第2部
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図4　散逸エネルギー
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図5　漂流力係数

ka

単位長さ当たり同じ排水容枝を持つ半円杜)の半径であ

る.

比較のため各図に等価半円柱の固定状態における各理

論値を破線で,また, A型浮消波堤の各実験値を実線で

示す.さらに図5においては(1)式を用いて求めたA型

浮消波堤の漂流力係数を一点鎖線で示す.

3.結果と考察

図2より透過波係数は,等価半円柱の理論曲線と比較

して大幅に小さい.また, A型浮消波堤の実験値と比べ

ると,全Caseにわたって消波性能が上回っているとは

いえないが,大部分の実験点においてはそれを上回って

いる.最大の消波効果は各Case共にス/Jが2.0-2.5で

得られ,ほぼ同程度の消波効果を示す.また. A型の実

験値と比較して本模型の方が微かながら最大消波効果は

良好である. Case 班 ･Ⅳが最も良好な消波性能を有し,

有効な波長帯域もA型に比べ大幅に拡がっている.図6

に波長をパラメーターとし,開放穴の個数を横軸とした

場合の透過波係数を示す. -実験点を除き, 6個の開放

穴を有するCase Ⅱが各波長にわたって最も優秀な消波

性能を有することが判る.しかしながら,実際には,開

放した穴の数よりもその位置が消波に対してより重要な

要因と思われる.本実験においてほN0.4の穴が最も重

要であると推察されるが,消波機構と穴の位置との関係

は明らかではない.図2 ･ 6の両グラフより波浪エネル

ギーを渦として拡散させることをねらって設けた穴でも

あまり数が多いと消波に対して逆効果になることが判る.

図3より反射波係数は各Caseによる違いはほとんど

なく,平均して0.1位の′トさな値であり係留を考慮する

と都合が良い結果となっている.等価半円柱の理論値と

比較してその値は大幅に小さく, A型と比べてもかなり

小さい.これは本実験の模型が没水体であることが主な

原因と思われる.
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図6　透過汲係数
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図4より散逸エネルギーは各Caseにおける透過披係

数の違いが現れ. Case m･Ⅳが渦によって波のエネルギ

ーを最も拡散しているのが判る. A型と比べても大部分

の実験点においてさらに波のエネ/レギ一巻散逸しており,

エネルギー散逸に対する穴の効果は大きい.各Case共

に)/lが25付ではぼ完全に波のエネルギーを散逸して

いることが判る

図5より漂活力係数はkaが0.3以下ではCase　Ⅲ･Ⅳ

が最も大きいが,kaが0.3-0.5では各Case共透過波零の

場合の捜論的最小値05に収束している,半円柱の拝論

値と比較するとkaが約0.37までは本模型の方が値が大

きいが,それ以上では半円柱の方が値が大きい. (1)式

を用いたA型模型の漂流力係数と比較すると,半円柱と

同様に, kaが約03までは本模型の方が値が大きいが,

それ17}上ではほぼ同程度の値となる.本模型の漂流力が

kaが小さい時,他のものより大きいのは散逸エネルギー

が大きいことによる. A型模型の角水槽における実験値

と比べると本模型の値は若干大きいが,この違いは本実

験が長水槽を使用したものであり,長水槽の壁面による

鏡像効果のためと考えられる.

4.ま　　と　　め

本A型浮消波堤の消波効果の大部分は浮体Edge部に

おける渦の発生･拡散によるもので,浮体に適当な穴を

あけることにより,漂流力は若干増すが.さらに良好な

消波効果が得られることが明らかとなった.

終わりに,本模型を製作された本所試作工場梅沢市治

郎氏に感謝の意を表します　　(1979年11月19日受理)
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